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研究の目的

技術の説明

主 な 結 論

陸揚げ直後の冷凍コンテナを、ユリ球根ケースの積載状態と空調機の運転条件を維持して温度を測定しました。さら

に霜取り時のコンテナ温度上昇が、ケース内の球根温度に、どの程度の影響を及ぼすのか再現実験を行いました。

当社では、氷温貯蔵に対応する氷冷倉庫の施工実績があります。氷温帯での物流の中でも、－2.0～－1.5℃の設

定に対して±0.5 ℃以内の温度精度の必要な切り花用オランダ産ユリ球根の長期国内貯蔵にも使用されます。こ

の報告では、氷冷倉庫へ入庫する前の物流工程である海上輸送に使用する40フィートの冷凍コンテナの温度環境

についての解析結果を示します。

コンテナ内の温度は空調機運転時の設定－1.5℃に対し、±0.5℃の範囲にありました。霜取り工程での温度は最

大10～25℃まで上昇しました。この工程でコンテナ温度が＋8℃に上昇した際、ケース内の球根の内部温度は空

調機運転時での値（－1.6℃）から最大0.5℃上昇する場合がありました。
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